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秋田県における放射能調査

について（昭和51年度）

勝又貞ー＊ 武藤倫子＊ 北林敏郎＊

I 緒 言

放射能汚染について，主に秋田市を中心として調査を

続けているが，昭和51年度（昭和51.4~52.3)分の結果

がまとまったので報告する．

]I 調盃の概要

A.調査対象

表1.1こ示す．

B.測定方法

試料の前処理および測定方法は，科学技術庁編「放射

能測定法 (1963)」, 「Nal(Tl)シンチンーションスベ

クトロメークーによる機器分析法（1974)」, 「放射性

ョウ素分析法」に従った．

使用した機器は次のとおりである．

1． 全§線放射能

計数装置 日本無線TDC-101型

計 数 管 日本無線HCB-2501型

2. 空閻線最

a. モニタリングボスト

検 出 器 富士通製PS-532型

レートメーター 1,;J上 !ITO!!ー 2型

記録計横河製ERB-10型

b.サーベィメーター
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図l． 第19回中国核実験による影密
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表l.

調査

野

各

種＿
牛

角ハ

食 1:1 コ

” 

品 1 日

調査対象

試 料 1採取楊所＼検体数

菜 （キャペツ） I秋田市| I 

（大板） // I I 

乳 I// I 2 

夕 ／、 夕 i男鹿市 II 

イ 1秋田市 I I 

常食品 III I 2 

米 I// I I 

て，モニクリングボストが急上昇しはじめ，降雨直前の

13.0 cps（平常値）から 2s.o:cps(2時）， 66.5cps (3 

時）， so.o:cps(s時），そして 6時には最高値の 82.0
1) 

cpsを記録した． （国内最高）

またこの雨水 (29日午前 9時採水，同日午後3時測定）

1ま52.86pci／叫，降下量にして;79.3mc1／属と，やはり全

国で最も高い数値を示した．

更にやや遅れて発現する牛乳（原乳）の場合は，実験

後6日目採取試料から95.lpci/ £のヨード 131が検出さ

れた．しかし以降の牛乳中ヨード 131は殆ど痕跡程度で

あった．
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日本無線TCS-121C型

3. ヨード131 日立 製 PAH-505型

m: 調査成績

A．第19回中国核実験による影響

昭和SJ年 9月26日午後 3時（日本時問），中国は西部

ロプノール地区で大気圏内の核実験を行った．早速これ

による放射能が日本各地で観測され，当所でもモニタリ

ングボスト（空間線塁），雨水，原乳から平常値を大巾

に上回る放射能が検出された． （図1.)

先ず28日午後 1時40分頃から降りだした小雨に伴っ

B.雨水

表2．の通りである．年間を通して第19回核実験以前と

以後では様相をやや異にし，これ以前は 1日の降下嚢で

1 mci/k品（全f3放射能）を超えることはなかったが，

以後はほば2ヶ月にわたりこのレペルをしばしば上回っ

た．

年

表2. 雨水の全f3線放射能値

月 測定 1降水星最高値1最低値1平均｛一降下星

回数 1!I”pci/¢|pci/0 pci/¢ mci/k扁

昭51. 4 II 108.5 66.5 

゜
25.8 2.5 

5 ， 98.0 54.3 

゜
13.9 1.3 

6 10 114.5 33.0 

゜
11.7 1.6 

7 7 72.5 51.7 

゜
7.4 0.2 

8 13 146.5 33.2 

゜
10.0 0.6 ， 15 261.0 52860. 

゜
3531.3 81.8 

10 12 115.9 4237. 50 611.3 23.4 

II 17 197.0 170 

゜
69.8 11.8 

12 17 106.3 295 

゜
69.5 4.2 

昭52. 1 15 50.2 72 

゜
33. I 1.2 

2 16 102.8 95 

゜
32.3 3. I 

3 11 83.1 92 

゜
36.5 2.3 

（側定値は 6時問更正値）

表3． 各種食品の全 9 放射能

採 取測 定生体生体中カリウム比較試料 B G 試料計数率 放射能強度（除K)
種 類 菫批灰分（含）鼠灰 計数率計数率（含k)灰分灰分中 1生体中

年月日年 月日 'II %!分 りも cpml cpml 500mg当りcpm pci/9 pci/9 

牛 乳|51.6.28 i 51. 7.151 1031 0.681 17.0152.4土 !.6[10.8土 0.6[ 26.J土J.3 170.0土J0.7/0.48土0.07

// 151.12.27 [ 52, 2. 71 101[ 。.711 15.8:61.9土J.617.5土 0.5[ 24.4土J.1 ¥37. 9土 8.2:0.27土0.06

キャベッ|51.6.24151. 7,131 4001 0.61j 26.0155.0土J.619.4土 0.61 36. 9土 l.4 71.2土IJ.6/0.43土0.07
I 

ダイコ叶 51.10.26151. 12. 151 4001 0.611 24.0156.8土J.618.I土 0,51 34.8土 1.3 162.8土10.6:0.38土0.06
I 

米 5!.10.20152.3.181 4001 0.421 18.0157.0土J.517.o土 0.5 20.8土J.l ! 8.5土 8.610.04土0.04
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表4． 各種食品の全fJ放射能（魚類）

種類採取測 定 1讐雰1贄雰各土詮枠管旦昇叶閣贖雰 1□99：口；
年 月日年月日 ％ ％中 ％ cpml cpml 500叩当りcpm pci/g pci/9 

ハタハタ|51.12. 7152. 2. 71 - I 2.41 a.5[61.9土1.617.5土 0.51 ll.9土 0.9 112.0土 6.510.3土 0.2

鯉） 51. 8.18151. 8.31 I - I 1.81 12.2152.4土 1.519.8土 0.61 19.6土 1.1 157.4土 9.411.1土 0.2
- - ---

表5． 各種食品の全f3放射能（都市成人 5人分の日常食）

採 取測 定生体灰分カリウム比較試料 B G 試料計数率 放射能強度（除）

種類年月日年月日重量g／人 mg／人計数率 計数率 （含k)灰分 灰分中＼生体中
kgl 1日 1日 cpml cpml soomg当りcpml pci/'I I pci/'I 

日常食|51. 6.20 51. 7. 6 1,.20| 26. 11 783|52. 1土 1.5|8.9土 0.5| 8.03土0.92 13.92土 7.310.54土0.10

II | 51. 12. 2 52. 2. 7 7.62| 69.oI 1380|61.9土1.617.5土 0.5| 5.24土0.82 118.9土 5.410.85土0.24

表6. J:.水（原水）の全 P 放射能

採取 水混測定比較試 料 B G 放射能強度 蒸発
試料名 採水地点 計数 率計数率 残留物

年月日 (°C) 年月日 cpml cpml cpm/ p, I pci/ P, 霞g/p, 

淡 水 I51. 8. 18l秋田市添川¥ 19.oi 51. a.2414221.2土20.6¥14.7土 0.7,1.6土 l.0|5.2土 3.2¥

上水（蛇口水） 51. 8.30 i秋田市衛研¥ 24.o¥ 51. 9. 2 14149.4土20.4113.8土 0.1¥0.2土 1.0|o.7土 3.1¥

／1 （ II) | 51. 12.21 1,,  I :.5| 52. 2. 1 |4435.9土21.1115.7 土 ~0.3土~ 1.0土 3.1¥

表7. 土壌の全¢放射能

採 取 採取採取時測 定 比 較試料 B G 沈澱灰化物沈澱灰化乾燥試料
採取地点種類 計数率計数率 500mg当り物重童9 'l当り

年月日 部位湿重量年月日 cpm cpm epm＊覧9当り cpm 

51. 7.271河辺町岩見三内 草地|o~si 1664152. 2. 10 !s9.o土J.618.0土0.5|15.8土 2.91 o.no! o.35士0.006

I1 |_”_|  11 | 5~20! 57371// I1 | II I37.8土~ 0.8211 0.90土0.008

放射能強度口［考

鰐虹糾 mci／属 I乾燥全重9
l.2土 0.2134.5土 6,31

3.1土 0.3|285.2土25.81

表8. 牛乳中 131 I 

贄採 取採取種測 定 供 試 測 定 B G 試 料カリウムー40 ヨウ素ー 131

〗年月日地点類年月日量時間計数率計数率計数率計数率放射能強度
¢ min cpm cpm epm cpaI pci/¢ 

I I 51. 10. 7 I秋田市属叫 51.10. 1 [ 2 [ 120[28.65土0.49¥3.65土0.11[7.66土0.70¥-0.24土0.781-l.8土5.7

2 1 // 11.24 1 // I, 1,I I l.24 1,, 1 // |29.06土0.4914.31土0.72I10.25土0.71|-0. 14土0.81|-1.0土5.9I 

3 I//12.27 [// 1 //I " 12.27 ¥ " I " ¥29.07土0.49¥2.98土0.71¥8.65土0.701-0.96土0.801-7. 1土5.9

4 52. 1.25 1,, 1 //52. 1.2s ¥ " I " 128.64土0.49¥3.59土0.71¥7.43土0.701-0.26土0.80|-l.9土5.9

s _1_" 2. 24 I " I " I " 2. 24 ¥ " 1//[29.05土0.49ャ．13土0.7418.27土o.70I。.89土0.831 6.5土6.1 

6 1,9 3.23 1,, 1-"_1,9 3.24 1,,1 1020|28.83土0.1715.09土0.25|7.00土0.24| o.58土0.28 4.8士2.3
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c.各種食品，上水，土壌

表3．～表7．の通りである．各試料とも核実験の時期と

採取時がずれたためか，異常値は認められなかった．

D．空間線葺

表9., 表10.1こ示す． モニタリングボストは核実験以

降，減少しながらも乎常値をやや上回る値であったが，

これは空中の r線に加えて，地表（屋上）に残留した放

射性降下物によったものと思われる．これも降雪期の12

月下旬に入ってほぼ平常に復した．

E.牛乳（原乳）中のヨード131

本年度より新たに設置された波高分析器による牛乳中

のヨード 131の測定が開始された．（表8.)核実験時以

外，異常値ばなかった．

表9. モニタリングボストによる

空間線星測定値

塁 定 I 上値平均値 I 下値平均値 総平均値
月日 cps cps cps 

51. 4 14.4 12.3 13.0 

5 14.0 12.5 13. 1 

6 ]4.3 12.4 13.1 

7 14.4 12.2 ]3.0 

8 14.5 12.4 13. 1 ， 19. I 13.9 16.5 

10 18.8 16.5 17.3 

11 17.0 13.7 14.7 

12 16.6 13.0 14.8 

52. 13.2 11.o 11.5 

2 13.0 10.5 11.2 

3 14.5 12.6 13.3 

表10. シンチレーションサーベイメーターによる

空間線量測定値

測定場所 犀月 喜
＼ 
天候 ＼ 測定値

日 (uR/h) 

秋田市水道山 51. 4.28 14: 30 晴 7.3 

” 5. 19 11 : 00 ” 7.0 

” 6.28 IO: 00 曇 7.0 

” 7.19 15:30 睛 7.0 

” 8.30 9: 45 II 7. 1 

” 9.22 10:15 曇 7.6 

” 10.21 ]4:30 ” 7.3 

” 11.17 14: 00 睛 6.6 

” 12.14 12: 20 ” 6.1 

II 52. 1. 27 13 : 45 II 5.2 

” 2.25 13: 50 ” 4.8 

” 3.29 13: 50 ” 6.6 

w 結 語

本）関問中に行われた中国の第19回目の核実験（昭和51

年9月26日）は，空問線量（モニタリソグボスト），雨

水，牛乳（原乳）に放射能汚染が検出され，特に雨水，

空間線量ぱ全国の最高値を記録した．しかし， 12月下旬

以降ぱ前年同様，低レベルに推移している．
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